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1. 2012 年度~2013 年度、「金属表面プラズモンに
よる電磁波の超集束効果を用いた、微量液体測定
用テラヘルツ波プローブの研究開発」、公益財団
法人東電記念財団平成 23 年度研究助成（電気・
エネルギー一般研究）、1,000 千円／2 年
2. 2011 年度、「金属表面プラズモンによる電磁波
の超集束効果を用いた、微量液体測定用テラヘル
ツ波プローブの研究開発」、中部科学技術センタ
ー学術奨励研究助成事業、300 千円／１年
図２．金属 V溝結合平行平板導波路を透過した
テラヘルツ波パルス（下線）と、参照テラヘル
ツ波パルス（上線）。金属平行平板間の間隔：21 
µm。テラヘルツ波の偏光方向は、金属平行平板
に垂直。
図３. 透過テラヘルツ波のパワースペクトル。
a：金属 V溝結合平行平板導波路、b：金属 V溝
結合平行平板導波路＋PEEK®チューブ、c：金属
V溝結合平行平板導波路＋PEEK®チューブ＋超
純水
本助成による主な発表論文等、特記事項および
競争的資金・研究助成への申請・獲得状況
－73－
研究育成経費
若手研究者による今後の進展が期待できる研究
